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通
じ
て
推
測
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
中
国
展
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
等
閑

視
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
結
果
、
今
日
で
は
そ
の
様
相
を

知
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
中
国
趣
味
の
盛
衰
の
歴
史

を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
そ
も
そ
も
奇
妙
な
こ
と
で
あ
る
。

　

十
七
世
紀
の
東
イ
ン
ド
会
社
の
設
立
以
降
、
中
国
趣
味
は
西
欧
に
お
い

て
決
し
て
珍
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
貴
族
の
庭
園
、
ゲ
ー
テ
の
詩
な

ど
、
例
を
あ
げ
れ
ば
枚
挙
に
暇
が
な
い（

4
）。
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ロ

コ
コ
調
の
時
期
、
中
国
趣
味
の
一
大
ブ
ー
ム
が
起
き
る
。
中
国
の
物
品
は

ポ
ン
パ
ド
ゥ
ー
ル
夫
人
を
中
心
と
し
た
貴
族
階
級
で
愛
好
さ
れ
、
夫
人
は

自
ら
の
肖
像
に
わ
ざ
わ
ざ
東
洋
の
陶
器
を
描
き
込
ま
せ
た
ほ
ど
熱
を
上
げ

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
東
洋
美
術
の
受
容
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
一
八

五
五
年
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
万
国
博
覧
会
の
中
国
展M

usée 
chi-

nois

（
1
）は
、
重
要
な
事
例
の
一
つ
で
あ
り
な
が
ら
、
具
体
的
に
様
相
が
検

討
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
中
国
趣
味
を
網
羅
的
に
論
じ
た
ヒ
ュ
ー
・

オ
ナ
ー
の
『
中
国
趣
味
』
に
お
い
て
さ
え
も
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
言
及
は

十
分
で
は
な
い（

2
）。
こ
れ
は
一
つ
に
は
、
中
国
展
に
言
及
し
た
資
料
が
少

な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
当
時
、
万
博
全
体
に
つ
い
て
書
か
れ
た
評
論
は

五
十
あ
ま
り
に
上
る
が（

3
）、
評
論
と
し
て
中
国
の
物
品
に
言
及
し
た
も
の

は
ゴ
ー
テ
ィ
エ
と
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
二
例
の
み
で
あ
り
、
展
示
の
様
相
は

セ
ー
ヌ
県
競
売
士
ブ
サ
ト
ン
の
制
作
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
カ
タ
ロ
グ
を

論
説一

八
五
五
年
、
万
国
博
覧
会
の
中
国
展

ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
か
ら
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
へ

小
倉
康
寛
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に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
ア
パ
ル
ト
マ
ン
で
は
、
随
所
に
東
洋
人
を
描
い

た
大
型
陶
器
が
飾
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
一
般
的
な
大
邸
宅
で
は
、
公
的
な

社
交
場
と
な
る
広
間
を
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
彫
像
で
飾
り
つ
つ
も
、
私
的
な

寛
ぎ
の
場
と
な
る
喫
茶
室
を
中
国
趣
味
で
飾
る
。
こ
れ
は
第
二
帝
政
期
の

大
邸
宅
の
特
徴
で
あ
り
、
今
日
、
美
術
館
と
な
っ
た
富
豪
ジ
ャ
ク
マ
ー

ル＝

ア
ン
ド
レ
の
邸
宅
が
伝
え
る
通
り
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
流
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
一
八
五
五
年
の
中
国
展
が
大
多
数
の

評
論
家
に
等
閑
視
さ
れ
た
事
は
奇
妙
で
あ
る
と
し
て
、
再
考
す
る
必
要
が

あ
る
。
ま
ず
こ
の
小
論
で
は
、
従
来
の
資
料
に
加
え
、
顧
み
ら
れ
る
事
が

な
か
っ
た
主
催
者
側
の
中
国
展
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
検
討
す
る
。
こ
こ
で

本
稿
は
展
示
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
が
美
術
展
と
い

う
よ
り
産
業
展
で
あ
っ
た
事
を
確
認
す
る
。
だ
が
、
産
業
物
と
し
て
の
扱

い
は
妥
当
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
本
稿
は
次
に
、
新
古

典
主
義
的
な
偏
見
が
、
依
然
と
し
て
中
国
展
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
事

を
明
ら
か
に
す
る
。
最
後
に
本
稿
は
、
新
古
典
主
義
を
乗
り
越
え
る
批
評

の
枠
組
み
を
示
し
た
と
し
て
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
に
注
目
す
る
。

1
　
産
業
展
と
し
て
の
中
国
展

　

一
八
五
五
年
、
第
一
回
パ
リ
万
博
で
開
催
さ
れ
た
中
国
展
に
美
術
品
が

出
展
さ
れ
て
い
た
事
は
疑
い
の
余
地
が
な
い
し
、
こ
れ
は
複
数
の
先
行
研

た
。
こ
う
し
た
流
行
は
上
流
階
級
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
半
世
紀
も

経
た
な
い
う
ち
に
庶
民
に
ま
で
広
が
り
始
め
る
。
た
と
え
ば
一
七
八
〇
年

に
は
中
国
風
の
プ
ー
ル
が
イ
タ
リ
ア
ン
大
通
り
に
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
同

じ
時
期
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
女
性
が
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
を
身
に
つ
け
て
給
仕

す
る
カ
フ
ェ
が
あ
っ
た（

5
）。
西
欧
で
中
国
趣
味
は
十
八
世
紀
末
に
最
盛
期

を
迎
え
る
。
無
論
、
こ
の
最
盛
期
か
ら
我
々
が
考
察
の
対
象
と
す
る
十
九

世
紀
の
中
葉
ま
で
の
半
世
紀
の
間
に
、
中
国
趣
味
は
常
に
人
気
が
あ
っ
た

と
い
う
訳
で
は
な
い
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
に
擁
護
さ
れ
、
一
躍
、
時
の
最

大
流
派
と
な
っ
た
新
古
典
派
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
以
外
を
美
の
様
式
と
認

め
な
い
。
新
古
典
派
は
バ
ロ
ッ
ク
や
ロ
コ
コ
で
美
の
一
形
態
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
た
美
の
観
念
、
グ
ロ
テ
ス
ク
を
醜
悪
さ
の
換
喩
に
転
じ
る
ま
で

に
攻
撃
し
た
。
こ
の
結
果
、
中
国
趣
味
は
そ
の
擁
護
者
で
あ
る
バ
ロ
ッ
ク

や
ロ
コ
コ
と
伴
に
衰
退
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
万
博
が
開
か
れ
た
十
九
世
紀
中
葉
と
も
な
れ
ば
、
新
古
典
主
義

の
影
響
力
は
弱
ま
っ
て
い
た
。
一
八
五
九
年
に
Ｌ
・
Ｅ
・
オ
ド
は
中
国
趣

味
の
復
活
を
告
げ
る
。「
近
年
、
中
国
趣
味
は
再
び
人
気
を
博
し
た
。
多

額
の
出
費
を
要
し
た
人
形
の
置
物
や
大
型
の
陶
器
は
、
恋
人
ら
の
棚
に
戻

っ
た（

6
）」。
事
実
、
第
二
帝
政
期
の
フ
ラ
ン
ス
は
東
洋
の
物
品
を
閉
め
出

す
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
を
積
極
的
に
受
容
し
た
。
こ
れ
は
一
八
六
〇
年
代
か

ら
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
の
み
で

容
易
に
わ
か
る
。
し
か
し
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
常
設
展
が
再
現
す
る
よ
う
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に
お
け
る
中
国
展
の
出
展
を
取
り
仕
切
っ
た
の
は
、
西
欧
の
外
交
官
や
東

イ
ン
ド
会
社
の
流
れ
を
汲
む
商
人
で
あ
る
。
商
人
た
ち
が
参
加
し
た
の
は
、

展
示
が
産
業
物
の
即
売
会
の
性
質
を
有
し
て
お
り
、
儲
け
に
繫
が
っ
た
か

ら
に
他
な
ら
な
い
。
実
際
、
マ
リ
ー＝

エ
レ
ー
ヌ
・
ジ
ラ
ー
ル
は
中
国
展

の
開
催
日
が
「
六
月
一
日
の
み
で
あ
っ
た（

10
）」
と
記
し
て
い
る
。
純
然
た

る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
展
示
は
一
日
の
み
で
、
一
般
的
な
公
開
は
別

の
趣
向
が
と
ら
れ
た
。
か
く
し
て
我
々
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
み
の
展
示

と
は
別
で
、
も
う
一
つ
の
中
国
展
の
存
在
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
を
検
証
す
る
に
あ
た
っ
て
我
々
は
、
展
示
会
に
参
加
し
て
い
た

Ｊ
・︲

Ｇ
・
ウ
ー
セ
な
る
茶
と
中
国
の
物
品
を
輸
入
す
る
商
人
の
書
い
た

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、『
中
国
に
関
す
る
概
略
、
大
中
国
展
の
カ
タ
ロ
グ
の
代

わ
り
に
』
に
注
目
す
る
。
こ
の
会
場
も
ま
た
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
大
通
り
六
十

六
番
地
、
ヴ
ー
ヴ
路
地
、
す
な
わ
ち
「
美
術
宮
」
に
あ
る
。
ガ
イ
ド
は
巨

大
な
建
築
物
の
補
助
玄
関
の
前
に
、
来
館
者
が
到
着
し
た
と
い
う
想
定
で

始
ま
る
。

　

建
物
に
入
る
前
に
、
よ
く
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
外
部
の
主
な
見
所

は
、
極
め
て
正
確
に
中
国
の
典
型
的
な
建
物
が
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
中
に
入
る
と
、
来
館
者
は
一
瞬
、
展
示
室
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で

立
ち
止
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
こ
で
全
体
を
一
望
で
き
る
か
ら
で
あ

る
。

究
が
確
認
す
る
通
り
で
あ
る
。
展
示
物
は
、
寧
波
領
事
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・

モ
ン
テ
ィ
ー
ニ
が
一
八
五
四
年
に
持
ち
帰
っ
た
千
点
以
上
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
あ
り
、
三
八
五
点
が
万
博
終
了
後
、
二
十
二
万
八
千
十
フ
ラ
ン
九
十

二
サ
ン
チ
ー
ム
で
国
の
買
い
上
げ
と
な
っ
た（

7
）。
ブ
サ
ト
ン
の
カ
タ
ロ
グ

は
、
こ
れ
ら
を
十
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
ａ

琺
瑯
の
物
品
（
二
十
二
点
）、
ｂ
青
銅
の
物
品
（
六
十
一
点
）、
ｃ
翡
翠

細
工
（
十
九
点
）、
ｄ
家
具
（
四
十
二
点
）、
ｅ
絵
画
（
二
十
二
点
）、

ｆ
陶
器
（
九
十
五
点
）、
ｇ
貴
石
や
象
牙
（
二
十
五
点
）、
ｈ
そ
の
他

の
骨
董
品
（
九
十
点
）、
ｉ
貨
幣
（
一
点
）、
ｊ
楽
器
（
十
三
点
）
で
あ

る（
8
）。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
に
展
示
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
疑
問
が
生
じ
る
の
は
、
二
つ
の
理
由
に
よ
る
。
ま
ず
万
国
博

覧
会
の
画
期
的
な
点
が
、
美
術
品
と
産
業
物
の
併
置
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
特
に
パ
リ
万
博
は
奇
数
の
年
に
隔
年
で
開
催
さ
れ
た
官
展
を
兼
ね
る

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
万
博
の
性
質
を
考
え
る
と
、
中
国
展
だ
け
に

産
業
展
の
要
素
が
全
く
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
第
二
点
目
と
し

て
は
、
展
示
会
が
公
的
な
扱
い
で
は
な
く
私
設
展
示
の
延
長
に
あ
り
、
ス

ポ
ン
サ
ー
を
必
要
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
十
九
世
紀
中
葉
の
中

国
展
は
全
般
的
に
、
中
国
と
い
う
国
家
、

―
す
な
わ
ち
清
王
朝
か
ら
の

出
展
で
は
な
か
っ
た
。
清
は
一
八
五
一
年
の
ロ
ン
ド
ン
万
博
に
お
い
て
施

設
の
派
遣
を
求
め
ら
れ
た
際
に
も
官
吏
を
一
人
送
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
万

博
参
加
を
実
質
的
に
は
辞
退
し
て
い
る（

9
）。
二
十
世
紀
の
初
頭
ま
で
万
博
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そ
し
て
内
部
に
六
メ
ー
ト
ル
の
寺
院
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
が
シ
ョ

ー
ウ
ィ
ン
ド
ー
の
役
割
を
果
た
し
た
。
中
国
展
は
、
決
し
て
貧
相
で
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
問
題
は
、
そ
れ
が
全
体
と
し
て
美
術
展
と
呼
べ

る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
否
か
で
あ
る
。
こ
の
点
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、

我
々
が
留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
展
示
の
内
容
、
展
示
の
方
法
、
商
人

の
参
加
の
在
り
方
と
い
う
三
点
で
あ
る
。

　

ウ
ー
セ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
読
み
進
め
れ
ば
、
展
示
会
に
は
十
三
の
セ

ク
シ
ョ
ン
が
設
け
ら
れ
て
い
た
事
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
内
訳
は
、
①

南
京
の
法
廷
、
②
刑
罰
、
③
風
俗
（
文
学
、
文
字
、
ア
ヘ
ン
、
タ
バ
コ
）、

④
官
吏
制
度
、
⑤
美
術
品
（
彫
刻
、
ガ
ラ
ス
に
描
か
れ
た
絵
）、
⑥
皇
帝
、

⑦
織
物
や
家
具
、
⑧
中
国
茶
販
売
店
、
⑨
農
業
と
漁
業
、
⑩
建
築
物
（
船
、

家
屋
、
古
い
橋
）、
⑪
職
業
（
曲
芸
士
、
役
者
、
床
屋
、
鍛
冶
屋
、
樽
職

人
、
靴
職
人
）、
⑫
展
示
場
の
中
央
（
提
灯
、
漆
、
彫
刻
、
音
楽
）、
⑬
宗

教
（
仏
教
、
儒
教
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
展
示
の
全
体
と
し
て
は
風
習

を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
が
大
き
な
割
合
を
占
め
た
。
展
示
の
主
題
は
、
フ
ラ

ン
ス
人
の
中
国
に
ま
つ
わ
る
典
型
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
ア
ヘ
ン
や

宦
官
に
つ
い
て
は
今
更
言
う
に
及
ば
な
い
。
し
か
し
中
で
も
司
法
に
関
す

る
展
示
は
、
①
と
②
の
二
つ
の
展
示
ブ
ー
ス
が
割
か
れ
て
い
る
だ
け
に
、

そ
の
白
眉
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
被
告
人
は
欧
州
の
法
律
が
認
め

る
い
か
な
る
保
護
も
期
待
す
る
事
が
決
し
て
出
来
な
い（

12
）」
な
ど
と
ウ
ー

セ
は
来
館
者
を
怖
が
ら
せ
て
み
せ
る
。

　

そ
れ
は
奥
行
き
二
十
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
十
二
メ
ー
ト
ル
、
幅
十
五

メ
ー
ト
ル
の
ホ
ー
ル
で
、
そ
の
内
に
は
中
国
が
産
出
す
る
、
最
も
興
味

深
く
、
最
も
高
価
な
品
々
が
、
余
す
事
無
く
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

中
央
に
は
巧
妙
に
、
様
々
に
色
付
け
さ
れ
た
陶
器
、
寺
、
仏
塔
、
そ

し
て
寺
院
が
あ
る
。
こ
の
寺
院
は
六
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
で
、
三
層
に
な

っ
て
お
り
、
提
灯
、
ボ
ン
ボ
ン
、
類
稀
れ
な
奇
抜
さ
の
壺
、
根
彫
り
で

飾
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ー
に
は
中
国
と
日
本
の
古
い

陶
器
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
今
日
、
非
常
に
珍
し
い
も
の
で
あ

り
、
と
て
も
価
値
の
あ
る
貫
入
の
入
っ
た
陶
器
で
あ
る
。
中
央
の
ア
ー

ケ
ー
ド
を
通
し
て
見
え
る
こ
の
寺
院
の
裏
に
は
、
高
く
、
高
貴
な
仏
塔

が
あ
る
。
こ
れ
は
よ
く
知
ら
れ
た
南
京
の
陶
塔
の
複
製
で
あ
っ
て
、
そ

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
暴
動
で
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
最
後
に
来
館
者
の

視
線
が
止
ま
る
の
は
、
色
彩
豊
か
で
多
種
多
様
な
、
彫
刻
、
金
細
工
、

絵
画
の
陳
列
棚
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
全
体
を
よ
く
見
た
後
で
、

皆
様
に
は
右
回
り
で
中
国
の
物
品
へ
の
訪
問
を
始
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
た
い
。
こ
の
順
序
で
説
明
を
行
う（

11
）。

　

こ
こ
で
我
々
は
、
一
般
人
が
入
る
事
の
出
来
た
中
国
展
の
規
模
を
知
る

事
に
な
る
。
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
三
百
七
十
五
平
米
も
あ
っ
た
と
い
う
か
ら

に
は
、
決
し
て
狭
く
な
い
。
ま
た
入
口
に
中
国
風
の
建
物
に
見
え
る
飾
り

付
け
が
さ
れ
て
い
た
と
い
う
よ
う
に
、
展
示
会
の
演
出
も
凝
っ
て
い
た
。
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ェ
と
し
て
展
示
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
彼

は
⑪
の
職
業
の
紹
介
に
示
さ
れ
た
粘
土
に

よ
る
彫
像
を
、
美
術
品
で
は
な
く
、
風
俗

を
説
明
す
る
た
め
に
配
置
す
る（

15
）（
図
表

参
照（

16
））。
こ
う
し
た
扱
い
が
適
切
か
否

か
は
、
次
章
で
検
討
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
実
際
、
美
術
品
の
鑑
定
は
ブ
サ
ト

ン
か
ら
し
て
、
か
な
り
大
雑
把
な
も
の
で

あ
っ
た
。
彼
の
カ
タ
ロ
グ
は
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。「
主
要
な
展
示
品
は
、
ど
れ
も

古
代
の
皇
帝
の
宝
物
で
あ
っ
た（

17
）」。
古

代
の
皇
帝
の
宝
物
と
い
う
表
現
は
誇
張
で

あ
り
、
翻
っ
て
見
れ
ば
、
細
か
な
鑑
定
を

し
て
い
な
い
と
い
う
事
を
意
味
す
る
。
事

実
、
ウ
ー
セ
も
ゴ
ー
テ
ィ
エ
も
、
こ
こ
に

　

ま
た
多
く
の
展
示
品
は
風
習
を
説
明
す
る
に
た
め
に
転
用
さ
れ
る
。
た

と
え
ば
、
ウ
ー
セ
は
南
京
の
陶
塔
を
は
じ
め
、
複
数
の
仏
塔
の
レ
プ
リ
カ

が
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
中
の
一
つ
は
、「
有
線
七
宝
で

作
ら
れ
た
大
き
な
香
炉
一
点（

13
）」
で
あ
っ
た
。
仏
塔
は
十
七
世
紀
以
降
、

中
国
を
象
徴
す
る
典
型
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
た
の
だ
が（

14
）、
こ
こ

で
ウ
ー
セ
は
そ
れ
を
か
た
ど
っ
た
物
品
を
美
術
品
と
い
う
よ
り
、
オ
ブ
ジ

Guan Q
uaochang

（
一
説
に
はK

w
an K

iu Cheong

）
と
い
う
同
時

代
の
画
家
が
出
展
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る（

18
）。
カ
タ
ロ
グ
の
記
述
の
不

備
は
美
術
品
と
し
て
相
応
の
敬
意
を
払
わ
な
か
っ
た
顕
著
な
証
拠
と
言
え

る（
19
）。

　

こ
う
し
た
展
示
の
内
容
と
方
法
に
加
え
、
商
人
の
参
加
の
在
り
方
も
考

慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
美
術
展
に
商
人
の
ス
ポ
ン
サ
ー
が
つ
く
こ
と



231　　一八五五年、万国博覧会の中国展

な
か
っ
た
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
美
術
評
論
家
ら
は
そ
れ
を
考
察
の

対
象
か
ら
外
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
扱
い
は
、

異
文
化
交
流
の
あ
り
方
と
し
て
適
切
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

に
あ
た
っ
て
は
、
新
古
典
主
義
の
審
美
の
基
準
が
、
ウ
ー
セ
や
ゴ
ー
テ
ィ

エ
に
浸
透
し
て
い
た
様
相
を
追
う
必
要
が
あ
る
。

2
　
美
術
品
で
は
な
い
も
の

　

十
九
世
紀
中
葉
、
す
な
わ
ち
第
二
次
産
業
革
命
の
初
期
に
お
い
て
、
良

質
な
工
芸
品
が
次
々
と
生
産
さ
れ
た
結
果
、
美
術
品
と
工
芸
品
の
境
界
は

曖
昧
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
美
術
品
と
商
品
の
序
列
を
云
々
す
る
議
論
は
、

デ
ィ
ド
ロ
の
頃
に
既
に
存
在
し
た
と
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ア
ー
ウ
ィ
ン
は
述
べ

る（
21
）。
デ
ィ
ド
ロ
は
美
術
品
と
工
芸
品
の
二
つ
を
分
け
る
事
を
認
め
つ
つ

も
、
上
下
関
係
を
つ
け
て
工
芸
品
を
不
当
に
貶
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
主

張
し
た
。
こ
れ
は
彼
の
父
が
刃
物
造
り
の
親
方
で
あ
っ
た
為
だ
ろ
う
と
言

わ
れ
る
。
デ
ィ
ド
ロ
の
見
解
は
、
近
代
の
美
術
教
育
の
父
で
あ
る
ジ
ャ

ン＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
バ
シ
ュ
リ
エ
に
引
き
継
が
れ
る
。
こ
う
し
た
半
世
紀
以

上
の
議
論
が
、
美
術
品
と
工
芸
品
を
併
置
し
て
展
示
す
る
と
い
う
万
国
博

覧
会
の
思
想
を
準
備
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
万
博
に
お
い
て
工
芸
品

の
地
位
は
不
当
に
低
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
の
見
方
を

中
国
展
に
対
し
て
は
当
て
は
め
る
解
釈
に
は（

22
）、
二
つ
の
観
点
か
ら
慎
重

は
間
々
あ
る
。
だ
が
我
々
を
驚
か
せ
る
の
は
、
ウ
ー
セ
の
店
「
中
国
の
門

に
て
」À

 la Porte Chinoise

が
企
画
の
一
角
を
占
め
て
い
る
事
で
あ

る
。
し
か
も
そ
の
場
所
も
、
十
三
あ
る
展
示
の
う
ち
の
八
番
目
と
い
う
か

ら
に
は
、
ち
ょ
う
ど
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
向
か
い
側
に
当
た
る
展
示
会
の
中

央
奥
と
い
う
絶
好
の
位
置
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
、
彼
の
展
示
物
は
中

央
の
寺
院
の
形
を
し
た
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ー
に
も
置
か
れ
て
い
た
の
だ
し
、

こ
こ
で
も
ウ
ー
セ
は
最
も
良
い
場
所
を
と
っ
た
。「
側
廊
の
中
央
で
は
、

中
国
独
特
の
様
々
な
物
品
の
見
本
が
目
に
入
る
。
第
一
列
目
に
私
は
茶
を

置
い
た
。
私
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
置
く
大
き
な
寺
院
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド

ー
の
一
つ
を
、
欧
州
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
興
味
深
く
完
全
な
こ
の
製
品

の
見
本
で
満
た
し
た
の
で
あ
る（

20
）」。
こ
の
書
き
方
を
見
れ
ば
、
ウ
ー
セ

の
存
在
が
中
国
展
で
小
さ
く
な
か
っ
た
事
が
直
ち
に
見
て
取
れ
る
。
彼
は

展
示
の
現
場
に
お
い
て
采
配
を
振
る
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
意
味
で
実

質
的
な
主
催
者
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
彼
は
中
国
の
風
習
を
知
ら
し
め

る
事
で
、
茶
を
購
入
す
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
顧
客
層
の
拡
大
を
狙
っ
た
の
で

あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
展
示
内
容
、
展
示
方
法
、
参
加
す
る
商
人
の
扱
い
の
大
き
さ

と
い
う
点
を
鑑
み
る
と
、
中
国
展
の
主
役
が
美
術
品
で
あ
っ
た
と
は
、
到

底
考
え
ら
れ
な
い
。
一
般
公
開
さ
れ
た
中
国
展
は
実
質
的
に
商
業
展
で
あ

り
、
作
者
と
作
品
の
名
前
を
重
ん
じ
る
新
古
典
主
義
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、

中
国
の
物
品
は
珍
し
い
工
芸
品
で
こ
そ
あ
っ
て
も
、
芸
術
品
と
は
看
做
せ
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は
看
做
さ
な
い
。
例
え
ば
彼
は
、
展
示
品
の
彫
刻
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。「
中
国
人
ら
は
彫
刻
家
と
し
て
は
最
悪
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
卓
越
し
た
模
型
職
人
で
あ
る（

26
）」。
彼
が
こ
の
よ
う
に
考
え
る
理
由

は
、
像
が
ど
れ
も
似
通
っ
て
お
り
、
人
物
の
特
徴
を
写
し
取
っ
て
い
な
い

か
ら
で
あ
る
。
だ
が
彼
は
、
そ
も
そ
も
中
国
人
自
体
が
「
張
り
出
し
た
頰
、

平
べ
っ
た
い
鼻
、
小
さ
く
黒
い
目
、
黄
ば
ん
で
精
彩
の
な
い
顔
色
」
と
い

う
点
で
、
皆
似
通
っ
て
い
る
の
だ
と
主
張
す
る
。
中
国
人
の
手
に
よ
る
彫

像
は
、
解
剖
学
的
で
な
い
し
、
そ
も
そ
も
解
剖
学
的
に
制
作
す
る
必
要
性

さ
え
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
も
の
の
見
方
は
、
そ
も
そ

も
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
が
『
古
代
美
術
史
』
に
お
い
て
展
開
し
た
理
屈
で
あ

っ
た
。

エ
ジ
プ
ト
美
術
の
特
徴
を
生
む
原
因
の
そ
の
一
つ
は
、
芸
術
家
を
奮
い

立
た
せ
、
美
の
理
想
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
魅
力
の
乏
し
い
身
体
的
な

特
徴
に
あ
る
。
と
い
う
の
も
自
然
は
彼
等
に
エ
ト
ル
リ
ア
人
や
ギ
リ
シ

ア
人
ほ
ど
の
恵
み
を
与
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
エ
ジ
プ
ト
人
の
彫
像
の

み
な
ら
ず
、
オ
ベ
リ
ス
ク
、
レ
リ
ー
フ
に
見
い
だ
さ
れ
る
身
体
的
特
徴

が
、
中
国
人
の
姿
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
が
示
し
て
い
る（

27
）。

　

こ
こ
で
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
は
、
中
国
人
の
体
型
を
発
育
不
全
の
典
型
的

な
見
本
と
し
て
引
き
合
い
に
出
す
。
こ
の
新
古
典
主
義
の
始
祖
に
よ
れ
ば
、

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

ま
ず
名
誉
回
復
さ
れ
る
工
芸
品
の
中
に
、
中
国
の
物
品
が
含
ま
れ
て
い

た
と
は
考
え
に
く
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
デ
ィ
ド
ロ
は
中
国
の
物
品
に

つ
い
て
、
シ
ン
メ
ト
リ
ー
が
無
く
、
理
性
的
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る（

23
）。

実
際
、
そ
の
後
の
工
芸
品
の
価
値
を
見
直
そ
う
と
す
る
流
れ
を
踏
ま
え
て

も
、
基
準
と
な
っ
た
の
は
「
真
実
と
簡
素
さ
」
と
い
う
新
古
典
主
義
的
な

美
の
教
条
で
あ
っ
て（

24
）、
こ
れ
に
該
当
す
る
の
は
主
に
ウ
ェ
ジ
ウ
ッ
ド
社

の
陶
器
の
よ
う
な
物
品
で
あ
る
。
ま
た
文
化
と
し
て
考
え
る
と
き
、
中
国

の
物
品
を
商
品
と
同
格
に
お
く
事
が
適
切
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

と
い
う
の
も
東
洋
に
は
工
芸
品
し
か
な
い
の
に
対
し
、
西
欧
は
工
芸
品
を

有
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
よ
り
も
上
位
の
美
術
品
を
有
す
る
。
こ
れ
は
枠

組
み
の
取
り
方
と
し
て
公
平
性
を
欠
く
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
中
国
美
術
を

一
つ
の
文
化
と
し
て
正
当
に
評
価
す
る
た
め
に
は
、
西
欧
的
な
狭
義
の

「
美
術
品
」
と
い
う
概
念
を
根
本
か
ら
解
体
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
ウ
ー
セ
と
ゴ
ー
テ
ィ
エ
は
、
中
国
の
物
品
を
理
解
す
る
た
め
の
新

た
な
枠
組
み
を
提
示
す
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
そ
れ
が
芸
術
品
で
は
な
い

事
を
認
め
た
上
で
、
工
芸
品
と
し
て
の
認
知
を
求
め
る
。
そ
し
て
、
こ
の

時
、
彼
ら
は
工
芸
品
が
美
術
品
よ
り
下
位
で
あ
る
と
前
提
的
に
認
め
て
い

る
の
で
あ
る
。　

　

ウ
ー
セ
は
中
国
が
「
も
っ
と
も
手
先
の
器
用
な
国
」
で
あ
る
と
し
て
そ

の
技
術
力
の
高
さ
を
評
価
す
る
一
方
で（

25
）、
そ
れ
が
芸
術
を
有
す
る
国
と



233　　一八五五年、万国博覧会の中国展

　

ゴ
ー
テ
ィ
エ
の
場
合
、
中
国
の
物
品
に
幻
想
的
な
美
が
あ
る
事
を
認
め

つ
つ
も
、
新
古
典
主
義
に
は
及
ば
な
い
も
の
と
し
て
西
欧
の
下
位
に
位
置

づ
け
よ
う
と
す
る
。

中
国
人
に
は
芸
術
を
考
察
す
る
固
有
の
方
法
が
あ
る
。

―
ギ
リ
シ
ア

か
ら
は
じ
ま
る
他
の
国
々
が
到
達
し
た
の
は
、
理
想
美le beau idéal

で
あ
る
。
だ
が
中
国
人
は
、
理
想
醜le laid idéal

を
求
め
る（

29
）。

「
理
想
美
」
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
新
古
典
主
義
の
美
の
教
条
で
あ
る
。

ゴ
ー
テ
ィ
エ
は
こ
れ
に
対
比
す
る
形
で
「
理
想
醜
」
と
い
う
造
語
を
宛
て

る
。
だ
が
、
こ
の
呼
称
は
適
切
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。『
グ
ロ

テ
ス
ク
な
も
の
た
ち
』
の
著
者
で
あ
る
ゴ
ー
テ
ィ
エ
の
場
合
、
新
古
典
派

の
美
と
異
な
る
が
、
同
様
に
評
価
に
値
す
る
美
の
名
称
と
し
て
バ
ロ
ッ
ク

の
グ
ロ
テ
ス
ク
と
い
う
概
念
を
用
い
る
選
択
肢
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の

点
を
考
慮
す
れ
ば
、
ゴ
ー
テ
ィ
エ
は
西
欧
の
バ
ロ
ッ
ク
芸
術
と
は
、
別
個

の
も
の
と
し
て
中
国
の
物
品
を
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
と
き
、

彼
は
美
と
醜
と
い
う
対
比
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
人
が
美
の
追
求

と
し
て
向
か
う
べ
き
地
点
を
知
ら
な
い
と
哀
れ
み
つ
つ
も
、
東
洋
を
西
欧

の
下
位
に
お
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
理
由
は
、
ウ
ー
セ
の
時
と
同
様
、
中

国
人
の
作
品
が
解
剖
学
的
な
写
実
を
行
っ
て
い
な
い
事
で
あ
る
。

美
の
恵
み
と
は
自
然
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
最
も
恵
み

の
豊
か
な
地
域
は
ギ
リ
シ
ア
に
限
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
奇
妙
な
形
と

は
不
健
全
さ
と
同
義
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
自
然
が
恵
み
深
く
な
い
事
に
起

因
す
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
文
脈
を
踏
ま
え
れ
ば
、
ウ
ー

セ
は
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
の
読
者
た
る
新
古
典
主
義
者
ら
へ
向
け
て
中
国
の

物
品
を
弁
護
し
て
い
る
と
も
考
え
う
る
。
そ
れ
は
芸
術
作
品
と
呼
べ
な
い

に
せ
よ
、
工
芸
品
と
し
て
愛
で
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
、
と
。
だ
が
、
彼

は
音
楽
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

中
国
人
に
音
楽
家
と
い
う
も
の
は
全
く
い
な
い
。
彼
ら
は
音
楽
を
書
く

の
で
は
な
い
。
彼
ら
に
は
対
位
法
や
和
音
と
い
う
考
え
が
一
切
な
い
か

ら
で
あ
る
。（
…
…
）
こ
れ
で
中
国
政
府
に
よ
っ
て
音
楽
が
国
の
大
事

だ
と
看
做
さ
れ
て
い
た
の
だ
し
、
ま
た
哲
学
者
ら
に
よ
っ
て
啓
蒙
の
手

段
と
看
做
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
な
お
の
こ
と
、
こ
う
し
た

野
蛮
さ
に
驚
か
さ
れ
る（

28
）。

　

ウ
ー
セ
は
中
国
の
音
楽
を
「
騒
音
」
と
み
な
し
て
嘲
笑
す
る
。
彼
は
西

欧
的
な
音
楽
の
概
念
に
当
て
は
め
て
中
国
の
物
品
を
評
価
し
よ
う
と
す
る

の
で
あ
っ
て
、
東
洋
的
な
観
点
か
ら
そ
れ
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
発
想
を

持
た
な
い
。
こ
の
例
に
顕
著
な
よ
う
に
、
彼
は
中
国
の
物
品
を
商
品
と
し

て
賞
賛
し
て
も
、
そ
の
文
化
を
弁
護
す
る
気
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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彼
ら
が
真
剣
な
美
は
作
る
事
は
一
切
な
い
が
、
珍
奇
な
も
の
を
作
る
の

に
か
け
て
は
抜
き
ん
出
て
い
る
。
彼
ら
は
美
術
館
に
送
る
も
の
を
一
切

持
た
な
い
が
、
逆
に
、
異
様
で
不
格
好
な
品
物
だ
と
か
、
も
っ
と
も
珍

し
い
夢
想
の
品
々
を
並
べ
る
骨
董
品
店
を
満
載
に
す
る
事
が
出
来
る（

32
）。

　

ゴ
ー
テ
ィ
エ
は
ウ
ー
セ
と
同
じ
く
、
中
国
の
物
品
が
美
術
品
で
は
な
い

と
認
め
た
上
で
、
そ
れ
を
工
芸
品
と
し
て
評
価
す
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る

と
、
万
博
の
評
論
で
あ
る
『
一
八
五
五
年
の
欧
州
美
術
』
に
お
い
て
ゴ
ー

テ
ィ
エ
の
述
べ
る
事
は
、
む
し
ろ
、
ほ
と
ん
ど
新
古
典
主
義
者
に
等
し
い
。

『
モ
ー
パ
ン
嬢
』
序
文
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
彼
が
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
対

し
て
憧
れ
を
有
し
て
い
た
事
は
、
半
ば
自
明
で
あ
る
。
し
か
し
彼
の
『
一

八
五
五
年
の
欧
州
美
術
』
は
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
の
『
古
代
美
術
史
』
を
引

用
す
る
ほ
ど
に
、
根
本
的
に
そ
の
影
響
下
に
あ
っ
た（

33
）。
か
く
し
て
我
々

は
ゴ
ー
テ
ィ
エ
が
中
国
美
術
品
の
愛
好
家
な
の
か
、
そ
れ
と
も
新
古
典
派

の
立
場
に
身
を
置
い
て
中
国
を
蔑
視
し
つ
つ
優
越
感
に
浸
っ
て
い
た
だ
け

な
の
か
、
分
か
ら
な
く
な
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　

ゴ
ー
テ
ィ
エ
の
東
洋
趣
味
が
次
第
に
下
火
に
な
っ
て
い
た
事
は
考
慮
に

入
れ
て
お
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
一
八
三
八
年
に
「
中
国
趣
味
」
と

い
う
詩
を
発
表
し
た
。

あ
な
た
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
よ
、
マ
ダ
ム
、
私
が
愛
す
る
の
は
。

中
国
人
ら
は
、
芸
術
と
は
自
然
か
ら
出
来
る
限
り
遠
ざ
か
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
自
然
を
表
す
事
は
無

駄
な
の
だ
。
と
い
う
の
も
、
実
物
と
複
製
が
重
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
か

ら
。
中
国
人
は
こ
ん
な
風
に
考
え
る
。
物
事
を
あ
る
が
ま
ま
に
帰
す
と

は
妙
な
冗
談
だ
！

想
像
力
を
働
か
せ
よ
う
と
い
う
努
力
が
ほ
と
ん
ど

無
い
だ
な
ん
て
！
（
…
…
）
そ
し
て
醜
さ
は
無
限
と
な
り
、
そ
の
怪

物
的
な
連
鎖
が
夢
想
に
果
て
し
な
い
土
壌
を
与
え
る（

30
）。

　

こ
の
よ
う
な
夢
想
の
顕
著
な
例
と
し
て
ゴ
ー
テ
ィ
エ
が
持
ち
出
す
の
は
、

天
空
を
駆
け
巡
る
竜
の
表
象
で
あ
る
。
彼
は
こ
う
し
た
も
の
に
興
味
を
そ

そ
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
彼
は
西
欧
の
最
大
の
画
家
と
み
な
す
ア
ン

グ
ル
の
『
海
か
ら
上
が
る
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
』
に
も
、
中
国
趣
味
は
見
当
た
る

と
さ
え
指
摘
す
る
。
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
眉
は
墨
で
描
か
れ
て
い
る
の
だ
し
、

そ
こ
に
怪
物
の
断
片
は
描
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

31
）。
こ
の
よ
う
に
ゴ

ー
テ
ィ
エ
は
、
中
国
の
物
品
が
西
欧
と
接
点
が
あ
る
と
認
め
て
い
る
の
で

あ
る
。
だ
が
彼
は
、
技
術
力
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
れ
が
美
術
品
で
は
な
い

と
明
言
し
て
い
る
。

中
国
人
ら
に
は
、
奇
妙
で
、
変
質
的
で
、
忍
耐
強
い
才
能
が
あ
る
。
そ

れ
は
他
の
い
か
な
る
民
族
に
も
似
て
い
な
い
。
そ
れ
は
花
の
よ
う
に
開

く
の
で
は
な
く
、
マ
ン
ド
ラ
ゴ
の
根
の
よ
う
に
身
を
よ
じ
る
の
で
あ
る
。
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く
事
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
ウ
ー
セ
と
ゴ
ー
テ
ィ
エ
の
記
述
を
検
討
す
れ
ば
、
十
九

世
紀
中
葉
に
、
依
然
と
し
て
新
古
典
主
義
的
な
軽
蔑
の
視
線
が
中
国
趣
味

に
向
け
ら
れ
て
い
た
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
中
国
の
物
品
が
工
芸

品
と
し
て
評
価
さ
れ
た
論
理
は
、
新
古
典
主
義
の
様
式
に
沿
っ
て
造
ら
れ

た
工
芸
品
の
名
誉
が
復
権
さ
れ
た
の
と
同
じ
で
は
な
い
。
ウ
ー
セ
も
ゴ
ー

テ
ィ
エ
も
、
中
国
が
芸
術
を
有
さ
な
い
国
と
看
做
し
、
そ
の
産
物
に
、
美

術
品
で
は
な
い
も
の
と
し
て
の
工
芸
品
の
地
位
を
当
て
は
め
た
に
過
ぎ
な

い
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
は
こ
う
し
た
西
欧
的
な
物
の
見
方

に
つ
い
て
、
一
石
を
投
じ
よ
う
と
す
る
。

3
　
対
等
な
交
流
の
場
と
し
て
のm

usée

（
美
術
館
、
博
物
館
）

　

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
東
洋
趣
味
は
既
に
美
術
史
家
の
間
で
認
め
ら
れ
て
い

る
が（

36
）、
議
論
の
焦
点
を
絞
る
た
め
に
今
一
度
、
概
観
し
て
お
く
。
彼
が

詩
作
品
に
お
い
て
散
文
詩
「
時
計
」
や
「
旅
」
で
中
国
に
言
及
し
た
事
は

つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
し
、『
一
八
四
五
年
の
サ
ロ
ン
』
か
ら
『
一
八
四

六
年
の
サ
ロ
ン
』
に
到
る
ま
で
、
中
国
の
風
景
を
主
に
描
い
た
ボ
ル
ジ
ェ

へ
の
言
及
を
欠
か
さ
な
い
。
ま
た
彼
は
墨
を
愛
用
し
、
そ
れ
は
三
十
九
点

残
さ
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
の
中
で
、
十
四
点
以
上
を
占
め
る（

37
）。
墨
が
使
わ
れ

た
初
期
の
ス
ケ
ッ
チ
は
、
一
八
四
九
年
か
ら
五
〇
年
頃
の
ア
ス
リ
ノ
ー
と

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
、
あ
な
た
で
も
な
け
れ
ば
、

オ
フ
ェ
ー
リ
ア
、
あ
な
た
で
も
な
け
れ
ば
、
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
で
も
、

金
髪
で
、
大
き
な
優
し
い
目
の
ロ
ー
ラ
で
も
な
い
の
で
す
。

私
の
愛
す
る
女
は
、
今
は
中
国
に
い
る
の
で
す
。

彼
女
は
老
い
た
両
親
と

細
長
い
陶
器
の
塔
に
暮
ら
し
て
い
て
、

黄
河
に
は
鵜
が
何
羽
も
い
る
の
で
す（

34
）。

　

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
か
ら
始
ま
る
四
人
の
女
性
の
名
が
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア

や
ダ
ン
テ
の
描
い
た
美
女
の
名
で
あ
る
事
は
、
改
め
て
確
認
す
る
ま
で
も

な
い
。
こ
れ
ら
西
欧
的
な
美
女
の
典
例
を
退
け
つ
つ
、
ゴ
ー
テ
ィ
エ
は
中

国
の
女
を
持
ち
上
げ
て
み
せ
る
。
だ
が
、
彼
は
こ
の
詩
を
一
八
五
五
年
の

評
論
で
再
び
引
用
し
た
際
、
そ
れ
を
自
作
と
記
さ
な
い
。
さ
ら
に
第
一
節

を
割
愛
し
、
第
一
節
が
無
く
て
も
意
味
が
取
れ
る
よ
う
に
、
第
二
節
の
語

順
を
入
れ
替
え
る（

35
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
詩
の
意
味
は
大
き
く
変
わ
る
。
つ

ま
り
西
欧
の
美
女
に
対
し
て
、
中
国
の
美
女
を
優
位
に
立
た
せ
る
の
で
は

な
く
、
単
に
中
国
の
美
女
に
恋
し
た
男
の
夢
想
を
告
白
す
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ゴ
ー
テ
ィ
エ
の
趣
味
関
心
は
一
八
三
〇

年
代
か
ら
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、『
一
八
五
五
年
の
欧
州
美
術
』

を
執
筆
す
る
際
に
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
逆
に
西
欧
の
下
位
に
東
洋
を
置
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残
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
中
々
悪
く
な
い
も
の
で
す
（
日
本
版
の

エ
ピ
ナ
ル
版
画
と
で
も
い
っ
た
も
の
で
、
江
戸
で
は
ニ
ス
ー
で
す
）。

ヴ
ェ
ラ
ン
紙
に
載
せ
て
、
竹
か
朱
色
の
玉
縁
で
枠
を
作
れ
ば
、
素
晴
ら

し
い
効
果
を
発
揮
す
る
事
、
請
け
合
い
で
す（

42
）。

　

だ
が
、
こ
れ
ら
の
点
は
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
特
異
点
と
い
う
訳
で
は
な
い
。

ま
ず
中
国
を
詩
の
モ
チ
ー
フ
に
す
る
の
は
、
十
八
世
紀
か
ら
す
れ
ば
珍
し

い
事
で
は
な
か
っ
た
。
墨
の
使
用
も
同
様
で
あ
っ
て
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
自

身
が
『
一
八
五
九
年
の
サ
ロ
ン
』
で
ユ
ゴ
ー
の
卓
越
を
認
め
る
よ
う
に
、

画
家
な
ら
ず
と
も
墨
に
傾
倒
し
た
文
人
は
少
な
く
な
か
っ
た（

43
）。
そ
し
て

彼
の
物
品
蒐
集
は
、
安
い
物
品
を
工
夫
し
て
愛
好
し
て
い
た
と
い
う
程
度

で
あ
る
。
と
い
う
の
も
彼
は
漆
塗
り
の
書
見
机
を
安
く
買
っ
た
た
め
に
修

繕
す
る
事
に
な
っ
た
の
だ
し（

44
）、
ま
た
自
ら
の
手
に
入
れ
た
浮
世
絵
を
二

束
三
文
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
彼
の
特
異
な
点
は
、
中
国
の

物
品
の
位
置
づ
け
に
あ
る
。
彼
は
万
博
の
評
論
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。多

少
な
り
と
も
思
索
し
た
こ
と
の
あ
り
、
多
少
な
り
と
も
旅
を
し
た
こ

と
の
あ
る
と
い
う
方
々
、
つ
ま
り
良
識
あ
る
方
々
皆
に
私
は
お
尋
ね
し

た
い
。
一
体
、
現
代
の
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
流
（
そ
う
い
う
手
合
い
は
、

我
々
の
中
に
満
ち
て
い
る
し
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
は
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
に

ブ
ラ
ン
キ
の
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
で
あ
っ
て
、
こ
の
頃
に
は
既
に
彼
は
墨
を
買

い
に
東
洋
の
物
品
を
扱
う
店
に
足
を
運
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
店
に
通
う
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
姿
に
つ
い
て
は
記
録
が
残
っ
て

い
な
い
。
し
か
し
状
況
か
ら
考
え
れ
ば
、
先
の
ウ
ー
セ
の
店
も
そ
の
一
つ

で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
理
由
は
王
政
復
古
期
に
開
店
し
た
ウ
ー

セ
の
店
が
有
名
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
一
八
四
〇
年
代

半
ば
に
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
が
「
コ
ル
セ
ー
ル
・
サ
タ
ン
」
紙
に
参
加
し
た
事

は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
編
集
部
が
あ
る
ヴ
ィ
ヴ
ィ
エ
ン
ヌ
通
り
は

「
中
国
の
門
に
て
」
の
至
近
距
離
で
あ
っ
た（

38
）。
す
る
と
ボ
ー
ド
レ
ー
ル

が
、
同
じ
く
新
聞
の
寄
稿
者
で
東
洋
趣
味
を
も
つ
シ
ャ
ン
フ
ル
ー
リ
ら
と

連
れ
立
っ
て（

39
）、
パ
リ
万
博
以
前
か
ら
ウ
ー
セ
の
店
を
訪
れ
た
と
想
像
を

逞
し
く
し
て
み
る
事
も
出
来
る
。

　

さ
ら
に
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
東
洋
趣
味
は
日
本
に
も
及
び
、
六
十
年
代
に

は
リ
ヴ
ォ
リ
通
り
二
二
〇
番
地
の
ド
ゥ
ゾ
ワ
夫
妻
の
店
に
漆
塗
り
の
書
見

台
の
修
繕
を
依
頼
す
る（

40
）。
こ
れ
は
後
に
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
日
本
趣
味
を
啓

蒙
す
る
役
割
を
果
た
し
た
店
で
あ
る（

41
）。
ま
た
散
文
詩
集
の
表
題
を
『
微

光
と
煙
』
と
構
想
し
た
時
期
、
彼
は
浮
世
絵
も
所
有
し
て
い
た
。
彼
は
仲

間
内
で
東
洋
通
の
態
度
を
取
っ
て
み
せ
る
。

か
な
り
前
に
私
は
日
本
の
土
産
物
の
包
み
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
私
は

そ
れ
を
男
友
達
や
女
友
達
に
分
け
た
の
で
す
が
、
あ
な
た
に
は
三
点
を
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「
普
遍
的
な
美
の
典
例
」
と
呼
び
つ
つ
、
そ
れ
を
理
解
す
る
必
要
性
を
批

評
家
と
鑑
賞
者
に
訴
え
か
け
て
い
る
。
こ
れ
は
新
古
典
主
義
に
寄
り
添
っ

た
先
の
ウ
ー
セ
と
ゴ
ー
テ
ィ
エ
に
比
べ
て
特
異
で
あ
る
。
特
に
ゴ
ー
テ
ィ

エ
は
中
国
の
物
品
を
「
理
想
醜
」
と
呼
ん
で
新
古
典
主
義
の
「
理
想
美
」

の
下
位
に
置
い
た
。
し
か
し
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
は
そ
れ
を
典
例
と
位
置
づ
け
、

積
極
的
に
美
の
体
系
の
核
心
に
据
え
よ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
彼
は
中
国
の

物
品
を
西
欧
美
術
と
同
格
に
扱
お
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

実
際
、
奇
妙
で
強
烈
で
強
い
自
己
主
張
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
の
半
面
、

繊
細
で
あ
る
と
い
う
中
国
の
物
品
に
対
す
る
彼
の
感
想
は
、
改
め
て
指
摘

す
る
ま
で
も
な
く
、
後
年
の
『
現
代
生
活
の
画
家
』
で
述
べ
ら
れ
た
現
代

性
と
名
付
け
ら
れ
た
美
意
識
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
（「
現
代
性
と
は
、

一
時
的
な
も
の
、
移
ろ
い
や
す
い
も
の
、
偶
発
的
な
も
の
で
、
こ
れ
が
芸

術
の
半
分
を
成
し
、
他
の
半
分
が
、
永
遠
な
も
の
、
変
わ
ら
な
い
も
の
で

あ
る（

46
）」）。
こ
の
点
か
ら
彼
が
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
や
コ
ン
ス
タ
ン
タ
ン
・
ギ

ー
ス
に
対
す
る
の
と
同
様
に
、
中
国
の
物
品
の
価
値
を
正
当
に
認
め
て
い

た
こ
と
が
伺
い
知
れ
る
。
し
か
し
、
一
体
、
な
ぜ
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
み
が

こ
の
よ
う
な
態
度
を
取
り
得
た
の
か
。

　

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
態
度
は
、
一
見
、
新
古
典
主
義
と
ロ
マ
ン
主
義
者
の

対
立
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
か
に
思
え
る
。
ウ
オ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ド

ロ
ス
ト
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
美
意
識
は
多
く
の

部
分
で
バ
ロ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
て
い
た（

47
）。
バ
ロ
ッ
ク
と
そ
の
延
長
に

い
る
の
だ
し
、
怠
け
者
こ
そ
、
こ
の
主
義
に
夢
中
で
あ
る
）
は
ど
う
す

る
の
だ
ろ
う
？

何
と
い
う
の
だ
ろ
う
？

中
国
の
産
物
は
、
奇
妙
で
、

異
様
で
、
形
は
捩
じ
れ
て
、
色
彩
は
強
烈
で
、
そ
れ
で
い
な
が
ら
時
と

し
て
、
消
え
入
ら
ん
ば
か
り
に
繊
細
だ
。
こ
の
産
物
を
前
に
し
て
、
ヴ

ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
流
は
何
も
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
？

と
こ
ろ
が
、

そ
れ
こ
そ
が
普
遍
的
な
美
の
典
例
な
の
だ
。
し
か
し
、
こ
の
美
の
典
例

が
理
解
さ
れ
る
た
め
に
は
、
批
評
家
、
鑑
賞
者
が
、
自
ら
、
秘
技
に
属

す
る
変
化
を
成
し
遂
げ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
想
像
力
に
対
し
て
意
志

で
働
き
か
け
て
、
こ
の
奇
妙
な
花
を
咲
か
せ
た
環
境
に
参
入
す
る
術
を

自
ら
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
リ
ズ
ム

と
い
う
神
々
し
い
美
の
恩
恵
を

―
完
璧
に

―
有
し
て
い
な
い
。
し

か
し
誰
も
が
、
様
々
な
レ
ヴ
ェ
ル
で
そ
れ
を
獲
得
す
る
こ
と
が
出
来

る（
45
）。

　

こ
の
時
点
で
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
が
、
中
国
展
そ
の
も
の
を
観
て
い
る
か
否

か
は
実
は
確
実
で
は
な
い
。
彼
の
記
述
が
あ
ま
り
に
簡
略
的
で
、
個
別
の

物
品
に
言
及
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
事
前
に
中
国
展
の
存
在
を

察
知
し
、
中
国
の
物
品
に
つ
い
て
一
般
論
を
述
べ
た
だ
け
だ
と
い
う
可
能

性
が
依
然
と
し
て
残
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
尚
、
万
博
評
論
に
お
け
る

彼
の
表
明
は
注
目
に
値
す
る
。
彼
は
「
現
代
の
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
流
」、

―
す
な
わ
ち
同
時
代
の
新
古
典
主
義
者
ら
と
対
峙
し
、
中
国
の
物
品
を
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を
展
示
す
る
美
術
館
は
、
そ
の
優
し
い
影
響
力
に
よ
っ
て
、
心
を
感
動

さ
せ
、
気
難
し
さ
を
和
ら
げ
る
と
い
う
一
つ
の
共
同
体
で
あ
る
。
こ
れ

と
同
様
に
外
国
の
品
を
展
示
す
る
美
術
館
は
国
際
的
な
共
同
体
で
あ
る
。

こ
こ
で
二
つ
の
民
族
は
一
段
と
く
つ
ろ
い
で
、
お
互
い
を
観
察
し
合
い
、

研
究
し
合
い
、
相
互
に
入
り
込
ん
で
、
議
論
せ
ず
に
友
愛
を
抱
く
の
で

あ
る（

52
）。

　

こ
こ
に
示
さ
れ
る
の
は
、
文
化
交
流
の
場
と
し
て
のm

usée

（
美
術

館
、
博
物
館
）
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
美
術
館
と
は
美
の

序
列
を
定
め
る
場
で
は
な
い
。
実
際
、
こ
れ
を
書
い
た
と
き
、
既
に
ボ
ー

ド
レ
ー
ル
は
理
想
美
を
絶
対
視
し
て
い
な
か
っ
た
。
評
論
全
体
の
理
論
部

で
あ
る
第
七
章
で
、
彼
は
新
古
典
主
義
の
教
典
で
あ
る
『
古
代
美
術
史
』

が
、
理
想
美
の
典
例
と
看
做
す
「
ベ
ル
ヴ
ェ
デ
ー
レ
の
ア
ポ
ロ
」
像
の
価

値
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
れ
だ
け
が
唯
一
の
美
と
看
做
さ
れ
る
事
に
異
を
唱

え
る
。
彼
に
よ
れ
ば
拳
闘
士
と
し
て
の
個
性
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
「
ア

ン
テ
ィ
オ
ノ
ス
」
像
の
方
が
好
ま
し
い
と
い
う（

53
）。
さ
ら
に
彼
は
ヴ
ィ
ン

ケ
ル
マ
ン
に
批
判
的
な
人
相
学
者
ラ
ー
ヴ
ァ
ー
タ
ー
の
見
方
を
敷
衍
す
る

形
で
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
彫
像
の
み
な
ら
ず
、
民
族
の
容
貌
に
対
し
て
も

個
性
の
重
要
視
と
い
う
考
え
方
を
適
応
し
て
み
せ
る
。

自
然
は
異
な
る
気
候
に
応
じ
て
、
民
族
の
大
き
な
類
型
を
配
分
し
た
。

あ
る
ロ
コ
コ
の
時
代
に
中
国
趣
味
が
繁
栄
し
た
と
い
う
意
味
で
は
、
彼
が

そ
れ
を
擁
護
し
、
新
古
典
主
義
を
批
判
す
る
の
は
あ
ま
り
に
当
然
で
あ
る
。

し
か
し
阿
部
良
雄
が
注
意
を
喚
起
す
る
よ
う
に（

48
）、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
は
新

古
典
主
義
を
一
面
で
は
擁
護
す
る
。
例
え
ば
彼
は
ル
イ
・
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
を

高
く
評
価
す
る
の
だ
し（

49
）、
ポ
ン
サ
ー
ル
ら
新
古
典
主
義
者
を
攻
撃
す
る

ロ
マ
ン
主
義
者
ら
を
な
だ
め
さ
え
す
る（

50
）。
新
古
典
主
義
の
存
在
そ
の
も

の
は
認
め
る
と
い
う
意
味
で
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
は
先
の
一
節
で
ヴ
ィ
ン
ケ

ル
マ
ン
当
人
で
は
な
く
、
同
時
代
の
新
古
典
主
義
者
を
批
判
し
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
だ
が
、
翻
っ
て
見
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
彼
が
、
西

欧
の
新
古
典
主
義
を
含
め
、
各
文
化
の
根
本
的
な
価
値
を
否
定
せ
ず
に
接

し
よ
う
と
し
て
い
た
事
を
意
味
す
る
。

　

事
実
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
は
評
論
の
冒
頭
で
、
そ
の
目
的
を
「
様
々
な
国

の
民
が
平
等
に
有
用
性
を
持
つ
事
や
、
世
界
の
調
和
の
中
で
互
い
に
奇
跡

的
な
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
合
う
事
を
強
調
す
る（

51
）」
こ
と
だ
と
定
め
て

い
た
。
同
様
の
発
想
は
『
一
八
四
六
年
の
サ
ロ
ン
』
に
ま
で
遡
っ
て
見
出

す
事
が
出
来
る
。
彼
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
に
呼
び
か
け
た
際
、
外
国
の
物
品
を

置
く
美
術
館
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。

ス
ペ
イ
ン
美
術
館
の
設
立
は
、
あ
な
た
方
が
芸
術
に
関
し
て
持
っ
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
般
的
な
観
念
の
量
を
増
幅
す
る
事
に
な
っ
た
。

と
い
う
の
も
、
あ
な
た
方
は
次
の
事
を
完
璧
に
ご
存
知
だ
。
自
国
の
品
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化
を
等
し
く
鑑
賞
す
る
と
い
う
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
提
示
し
た
視
座
は
、
フ

ラ
ン
ス
に
お
け
る
東
洋
美
術
の
受
容
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
例
と
し
て

注
目
に
値
す
る
と
い
う
事
が
出
来
よ
う
。

結
論

　

本
稿
は
中
国
展
の
実
態
が
産
業
展
で
あ
っ
た
事
を
明
ら
か
に
す
る
事
か

ら
は
じ
め
、
中
国
の
物
品
を
工
芸
品
と
す
る
扱
い
に
は
新
古
典
主
義
の
審

美
の
基
準
に
よ
る
差
別
が
あ
っ
た
事
を
確
認
し
た
。
十
九
世
紀
中
葉
と
も

な
れ
ば
、
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
の
影
響
力
は
最
盛
期
に
比
べ
て
弱
ま
っ
て
い

た
。
し
か
し
実
態
は
依
然
と
し
て
、
ウ
ー
セ
や
ゴ
ー
テ
ィ
エ
と
い
っ
た
東

洋
趣
味
の
第
一
人
者
ら
に
ま
で
、
そ
れ
は
浸
透
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
は
、
こ
う
し
た
枠
組
み
を
抜
け
出
し
、
各
国
の
文
化

を
平
等
に
評
価
し
よ
う
と
し
た
。
こ
う
し
た
視
座
は
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
死

後
、
シ
ャ
ン
フ
ル
ー
リ
に
引
き
継
が
れ
た
の
だ
し
、
ま
た
マ
ネ
を
は
じ
め

と
す
る
画
家
に
影
響
を
与
え
る
。
オ
ナ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
美
術
史
家
ら

が
、
十
九
世
紀
後
半
の
東
洋
美
術
の
大
流
行
、
い
わ
ゆ
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム

を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
を
起
点
の
一
つ
に
据
え
る
の
は

至
極
も
っ
と
も
に
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
は
一
八
五
五
年
の
パ
リ
万
博
に
置

け
る
中
国
展
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
た
め
こ
こ
で
擱
筆
す
る
が
、
ボ
ー
ド

レ
ー
ル
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
い
う
べ
き
意
識
に
つ
い
て
は
、
後
年

し
か
し
そ
れ
を
別
と
し
て
、
私
は
ア
パ
ー
ト
の
窓
の
下
を
カ
ル
ム
イ
ク

人
、
オ
ー
セ
ー
ジ
人
、
イ
ン
ド
人
、
中
国
人
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
が
、

皆
多
か
れ
少
な
か
れ
、
パ
リ
人
と
な
っ
て
通
り
過
ぎ
る
の
を
見
か
け
る
。

各
個
人
に
調
和
が
あ
る（

54
）。

　

既
に
我
々
が
見
た
よ
う
に
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
は
自
然
の
豊
か
さ
を
問
題

と
し
て
、
中
国
人
を
発
育
不
全
の
典
例
と
断
じ
た
。
し
か
し
ボ
ー
ド
レ
ー

ル
は
『
古
代
美
術
史
』
と
同
様
に
気
候
に
よ
っ
て
民
族
の
姿
形
が
変
化
す

る
事
を
認
め
つ
つ
も
、
民
族
の
美
に
優
劣
を
付
け
な
い
。
彼
は
美
の
典
例

と
さ
れ
た
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
に
も
、
醜
さ
の
典
例
と
さ
れ
た
中
国
人
に
も
、

等
し
く
「
調
和
」
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
で

あ
れ
ば
こ
そ
、
理
想
美
を
頂
点
に
各
国
の
文
化
を
序
列
付
け
す
る
事
を
無

意
味
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

我
々
は
先
に
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
東
洋
趣
味
の
水
準
が
決
し
て
高
い
も
の

で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
い
た
。
こ
の
事
実
に
鑑
み
れ
ば
、
彼

が
万
博
の
評
論
で
中
国
の
物
品
を
普
遍
的
な
美
の
典
例
と
し
た
の
は
、
東

洋
の
物
品
に
対
し
て
深
い
造
詣
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
む
し
ろ
文
化

に
対
す
る
平
等
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
上
で
、
平
等
性
を
損
な
う
事
態

に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
ウ
ー
セ
と
ゴ
ー
テ
ィ
エ
は
、

美
術
品
と
工
芸
品
と
い
う
上
下
関
係
を
前
提
的
に
設
け
た
上
で
、
東
洋
の

物
品
を
西
欧
の
下
位
に
置
い
た
。
こ
れ
に
顧
み
れ
ば
、
西
欧
と
東
洋
の
文
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（
1
）M

usée 
chinois

を
「
中
国
美
術
展
」
と
訳
す
研
究
書
も
あ
る
が
、
後
述

す
る
よ
う
に
そ
れ
は
美
術
展
と
い
う
よ
り
、
産
業
展
と
い
う
要
素
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
「
中
国
展
」
と
敢
え
て
表
記
し
た
。

（
2
）H

ugh H
onour, Chinoiserie, J. M

urray, 1981.

（
3
）
第
一
回
パ
リ
万
博
の
美
術
評
論
は
三
十
あ
ま
り
だ
と
み
な
さ
れ
て
い
た
が
、

阿
部
良
雄
は
『
絵
画
が
偉
大
で
あ
っ
た
時
代
』
に
お
い
て
、
五
十
の
文
献

を
確
認
し
た
と
述
べ
る
。
ま
た
後
年
に
刊
行
さ
れ
た
全
集
の
注
釈
に
お
い

て
、
こ
の
結
果
、
中
国
展
に
つ
い
て
記
述
し
た
も
の
が
二
例
の
み
で
あ
っ

た
と
報
告
す
る
。
当
時
の
評
論
の
全
て
を
確
認
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、

主
要
な
評
論
家
が
中
国
展
に
言
及
し
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
阿
部
良
雄
、『
絵
画
が
偉
大
で
あ
っ
た
時
代
』、
小
沢
書
店
、
一
九

八
〇
、
二
九
四
頁
／
註
5
、『
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
全
集
』、
筑
摩
書
房
、
全
六

巻
、
一
九
七
五
、
第
三
巻
、
二
五
二
頁
。

（
4
）H

ugh H
onour, op. cit., p.176.

（
5
）Ibid., p.180.

（
6
）Cité par H

. H
onour, Ibid., p.204.

（
7
）R

apport 
sur 

lʼE
xposition 

universelle 
de 

1855, 
présenté 

à 
lʼEm

pereur par S. A
. I. le prince N

apoléon, président de la 
com

ission, 1857, p.502.

（
8
）Boussaton, Catalogue som

m
aire des objets dʼart antiques et de 

haute curiosité de la Chine, com
posant de collection de M

. de 
M

ontigny, M
aulde et Renoux, 1854.

（
9
）
馮
赫
陽
、「
初
期
万
国
博
覧
会
に
見
ら
れ
る
『
中
国
趣
味
』
か
ら
『
日
本

趣
味
』
へ
の
趨
勢
に
つ
い
て
」、
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
3
、
二
〇
一

〇
―
〇
三
―
三
一
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